
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：（　１～６組：　小野　百合恵　　　　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

●住まいの機能を理解し、住まいの
設計や平面図の作り方など、部屋づ
くりに関する基礎的・基本的知識を
身につける。
●自分や家族のライフスタイルに
あった住まいについて思考し，創造
する。快適な住空間づくりについ
て，自分なりの課題を見つけ，その
解決のために取り組む。
●ライフステージに合った住空間に
ついて，快適性・機能性の両面から
改善しようとしたり、自宅の部屋構
成や住空間での家具・用具の配置に
ついて関心を持ち，改善しようとす
る意欲を持つ。

（２）平面図の活用
（３）住生活の計画と選択
（４）生涯を見通した住まいの工夫

●住まいの機能を理解し、住まいの設計や平面
図の作り方など、部屋づくりに関する基礎的・
基本的知識を身につけている。
●自分や家族のライフスタイルにあった住まい
について思考し，創造する。快適な住空間づく
りについて，自分なりの課題を見つけ，その解
決のために取り組んでいる。
●ライフステージに合った住空間について，快
適性・機能性の両面から改善しようとしたり、
自宅の部屋構成や住空間での家具・用具の配置
について関心を持ち，改善しようとする意欲が
見られる。

○ ○

（３）人生とお金
（４）収入と支出のバランス

２．住生活をつくる
（１）快適で安全な住まい

●家計の破綻を防ぐためには，家計の収支を管
理する必要があること，そして収支のバランス
をとるには自己診断と生活設計が必要であるこ
とを理解している。
●家計収支のバランスをとることの大切さ，可
処分所得の意味について思考を深め，適切に判
断する能力を身につけている。
●人の一生にかかる費用について関心を持ち，
それを営むうえで実践的な態度を身につける。
家計の収入と支出について関心を持ち，家庭生
活の充実・向上をめざして意欲的に取り組む態
度を持つ。

○ ○ ○ 5

配当
時数

１
学
期

●生涯発達の視点に立って，乳児期
から高齢期までのライフステージの
特徴と課題を見通し，その課題を他
者と関わりながら達成し，生まれて
から死ぬまで発達し続けていくとい
う考え方を理解する。
●自立した生活を営むために，生涯
を見通しながら，様々な生活課題に
対応して適切に意思決定し，責任を
持って行動することが重要であるこ
とへの理解を深める。
●個人や家族の生活目標を実現する
ためには，経済計画が必要であるこ
とを理解し、家庭の生活を支える収
入と支出の運営など，家計の管理に
ついて理解する。

１．生涯の生活設計
（１）生涯発達する自分
（２）青年期を生きる
（３）将来の経済生活を考える

●生涯発達の視点に立って，乳児期から高齢期
までのライフステージの特徴と課題を見通し，
その課題を他者と関わりながら達成し，生まれ
てから死ぬまで発達し続けていくという考え方
を理解している。
●自立した生活を営むために，生涯を見通しな
がら，様々な生活課題に対応して適切に意思決
定し，過去から現在までの自分をみつめ直し，
自分の生き方についての課題を解決するために
思考・判断できる。
●個人や家族の生活目標を実現するためには，
経済計画が必要であることを理解し、自分の将
来について関心を持ち，その充実・向上をめざ
して生活設計・経済設計を実践する態度を身に
つけている。

○ ○ ○ 5

●家計の破綻を防ぐためには，家計
の収支を管理する必要があること，
そして収支のバランスをとるには自
己診断と生活設計が必要であること
を理解する。
●家計収支のバランスをとることの
大切さ，可処分所得の意味について
思考を深め，適切に判断する能力を
身につけている。
●人の一生にかかる費用について関
心を持ち，それを営むうえで実践的
な態度を身につける。家計の収入と
支出について関心を持ち，家庭生活
の充実・向上をめざして意欲的に取
り組む態度を持つ。

8

定期考査
振り返り ○ ○ 2

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要ン科学的な知識と、それらにかかわ
る技能を身につけている。

家庭や地域及び社会における生活ｎ中から問題
を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実
践を評価・改善し、考察したことを科学的な根
拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見
通して課題を解決する力を身につけている。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、地域社会に参画しようとするとともに、
生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の
充実向上を図ろうとする実践的な態度を身につ
けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

家庭総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「家庭総合　持続可能な未来をつくる」　（第一学習社）

家庭科

【 知　識　及　び　技　能 】

家庭科 家庭総合
家庭 家庭総合 2

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要
な科学的な理解を図るとともに、それらにかかわる技能を体験的・総合的に身につける。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価改
善し、考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力
を養う。

様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、生活文化を継
承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。



2

３
学
期

●高齢者の生活実態を把握し，課題
の解決のための年金制度や介護保険
制度などについての基本知識を身に
つける。
●高齢者体験などの試みを通して，
高齢者の気持ち・立場を想像し，さ
まざまな場面に適用できるようにす
る。また、高齢者が活躍できる社会
の実現に向けて，課題を見出し，思
考・判断する。
●高齢化を自分自身の問題としてと
らえ，加齢にともなう身体状況の変
化に関心を持ち意欲的に取り組むと
ともに、高齢者の自立を考えること
は，自分自身の将来につながる問題
であるとの認識に立って，積極的に
取り組む。

５．充実した生涯へ
（１）高齢期の生活
（２）高齢社会を支える

●高齢者の生活実態を把握し，課題の解決のた
めの年金制度や介護保険制度などについての基
本知識を身につけている。
●高齢者体験などの試みを通して，高齢者の気
持ち・立場を想像し，さまざまな場面に適用で
きるようにする。また、高齢者が活躍できる社
会の実現に向けて，課題を見出し，思考・判断
することができる。
●高齢化を自分自身の問題としてとらえ，加齢
にともなう身体状況の変化に関心を持ち意欲的
に取り組むとともに、高齢者の自立を考えるこ
とは，自分自身の将来につながる問題であると
の認識に立って，積極的に取り組んでいる。

○ ○

合計

45

○ 4

定期考査
○ ○ 1

6

●胎児の発達とそれに伴う母体の変
化と、母体管理の方法や留意点を理
解する。乳幼児期での、運動機能・
認知・情緒・言語それぞれの発達過
程について理解する。
●。胎児が母体とのつながりを持ち
発育していくことを踏まえ、胎児の
健康と母体との関係を考える。子ど
もの自己意識の発達に対する適切な
対応について、具体的な場面を想像
しながら考える。
●妊娠の成立や母体の変化への関心
を持ち、適切に対処できる態度を身
につける。子どもの心身の成長過程
に見られる特徴を把握しようとする
姿勢をもつ。

４．次世代をはぐくむ
（１）命の始まり
（２）乳幼児の体の発達

●胎児の発達とそれに伴う母体の変化と、母体
管理の方法や留意点を理解する。乳幼児期で
の、運動機能・認知・情緒・言語それぞれの発
達過程について理解している。
●。胎児が母体とのつながりを持ち発育してい
くことを踏まえ、胎児の健康と母体との関係を
考える。子どもの自己意識の発達に対する適切
な対応について、具体的な場面を想像しながら
考えることができる。
●妊娠の成立や母体の変化への関心を持ち、適
切に対処できる態度を身につける。子どもの心
身の成長過程に見られる特徴を把握しようとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 6

○ ○ 6

２
学
期

●家族形態の相違による家庭生活の
在り方について検討し、その多様性
を理解するとともに、家族に関する
法律や社会制度の基礎を理解する。
●家庭の機能や家族の形態の多様性
についての柔軟な見方・考え方を身
につける。家族に関する法律の概要
を、実生活の場面にあてはめて考え
る。
●家族形態が多様化する中で家族・
家庭の重要性について考えようとす
る。日常生活と法律のかかわりにつ
いて関心を持ち、生活の充実・向上
に結びつけようとする姿勢をもつ。

３．家族・家庭と社会とのかかわり
（１）家族・家庭の働き
（２）変化する家族
（３）家族に関する法律

●家族形態の相違による家庭生活の在り方につ
いて検討し、その多様性を理解するとともに、
家族に関する法律や社会制度の基礎を理解して
いる。
●家庭の機能や家族の形態の多様性についての
柔軟な見方・考え方を身につける。家族に関す
る法律の概要を、実生活の場面にあてはめて考
えることができる。
●家族形態が多様化する中で家族・家庭の重要
性について考えようとする。日常生活と法律の
かかわりについて関心を持ち、生活の充実・向
上に結びつけようとする姿勢が見られる。

○ ○

●適切な保育環境についての知識を
身につけるとともに、「遊び」を通
して身につく力について理解する。
また、集団保育の特徴や子育てに必
要な地域や社会の支援について理解
する。
●子どもの生活習慣を習得に必要な
保育者のかかわり方について思考・
判断する。遊びの変化を考察し、課
題や解決策について検討する。子育
て支援のための様々な制度を知り、
その適用について考える。
●乳幼児期の子どもの心と体の発達
や、親の関わりや環境が子どもの発
達に及ぼす影響について関心を持
ち、日常生活の中でどのように接し
ていけばよいか、自分なりに考えよ

（３）乳幼児の心の発達
（４）乳幼児の生活と安全
（５）子どもの成長と遊び

●適切な保育環境についての知識を身につける
とともに、「遊び」を通して身につく力につい
て理解する。また、集団保育の特徴や子育てに
必要な地域や社会の支援について理解してい
る。
●子どもの生活習慣を習得に必要な保育者のか
かわり方について思考・判断する。遊びの変化
を考察し、課題や解決策について検討する。子
育て支援のための様々な制度を知り、その適用
について考えることができる。
●乳幼児期の子どもの心と体の発達や、親の関
わりや環境が子どもの発達に及ぼす影響につい
て関心を持ち、日常生活の中でどのように接し
ていけばよいか、自分なりに考えようとする姿
勢が見られる。

○

○

定期考査
振り返り ○ ○


